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岡山県立博物館 テーマ展 

「学び、つながる江戸時代の人びと」を開催します！ 
 
 岡山県立博物館では、学芸員の調査研究成果を発表する場として、県民にとって魅力あ
るテーマやメッセージ性のあるテーマを設定した展示を行っています。 
今回のテーマ展では、古川古松軒や武元登々庵など、岡山ゆかりの人物を取り上げ、そ

の学びや交流の広がりをご紹介します。ぜひ取材にお越しください。 
   

記 
 

１ 趣  旨   江戸時代の社会は、「文字社会」であったと言われます。版木印刷によ
る版本が大量に出回るようになったのも、この時代の特徴です。 
文字や出版の広まりに伴い、文字を学ぶ手習塾、藩校や学習塾などが

日本各地につくられ、岡山でも、閑谷学校をはじめとする学びの場がで
き、多くの人が学ぶようになり、各地へ飛び出し、出会いと交流を重ね
て学びを深めていく人物も登場しました。 
今回のテーマ展では、江戸時代に各地の人とつながりを持ちつつ学び

を深めた、古川古松軒や武元登々庵など、岡山ゆかりの人物を取り上げ、
彼らの手紙や著作などからその学びや交流の広がりをご紹介します。 

 
２ 会  期  令和７年５月１１日（日）～６月２９日（日） 
 
３ 開館時間  午前９時～午後６時 
 
４ 休 館 日  毎週月曜日 
 
５ 会  場  岡山県立博物館 ２階展示室 
 
６ 入 館 料  大人２６０円、６５歳以上１３０円、高校生以下無料 
 
７ 主な展示資料  ・宇田川玄随書状     岡山県立博物館蔵 

・絹本著色古川古松軒像  岡山県立博物館蔵 
・窪田浅五郎算術免状   岡山県立博物館蔵 
・奥秘三勝        岡山県立博物館蔵 

 
８ 学芸員による展示解説（申込不要） 
        日時：５月１７日（土）、３１日（土）、６月１４日（土）、２８日（土） 
           ※時間はいずれも午後２時～ 
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